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令和４年１月

第43回　全国土地改良大会群馬大会

　本会は11月１日（月）に令和３年度第３回監事会・
第３回理事会を開催した。次の議事について審議し、そ
れぞれ全て原案通り可決された。
【第３回監事会議事】
　議案第１号　令和３年度収支補正予算（案）の承認に
　　　　　　　ついて
【第３回理事会議事】
　議案第１号　令和３年度収支補正予算について
（報告事項） 今後の会議開催予定、令和３年度収支状
　　　　　　　況について

　第43回全国土地改良大会が新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響で１年延期され、この
たび10月６日、群馬県高崎市Ｇメッセ群馬会
場、東京会場、次期開催県の沖縄会場と全国
各地をオンラインで結び、～鶴舞う形　群馬
の大地　水土里の未来へ　ここから羽ばたい
て～をテーマに、土地改良・農業農村整備に
かかわる関係者3,000名以上が参加、視聴した｡
新たな農業の展開方向に即して、改めて農業
農村整備の使命を再認識し、関係者の総力を
あげて我が国の農業・農村をさらに発展させることを目的として、初のオンラインで開催された。
　式典では、開催県である群馬県土地改良事業団体連合会 熊川栄会長の開会挨拶に続き、主催
者の全国土地改良事業団体連合会 二階俊博会長が「農家の方々が期待を持って働けるような環
境をつくるため、一致団結して私たちは今後も『戦う土地改良』を引き続き継続していくため
にも、皆様からの一層の支援をお願いしたい」と呼びかけた。続いて、群馬県の山本一太知事、
高崎市の富岡賢治市長から歓迎の挨拶があった。来賓として、金子原二郎農林水産大臣、小渕
優子衆議院議員、都道府県土地改良事業団体連合会 会長会議顧問の宮崎雅夫参議院議員がそれ
ぞれ祝辞を述べられた。
　続いて、農林水産大臣表彰を含む67名の土地改良事業功績者表彰が行われ、本県からは、元
荒川上流土地改良区 岩田讓啓前理事長が全国土地改良事業団体連合会会長表彰を受賞された。
　その後、安部伸治農林水産省農村振興局次長より「未来（あす）の土地改良」と題して基調講
演、都道府県土地改良事業団体連合会会長会議顧問の進藤金日子参議院議員から講演があった。
大会宣言では、群馬県立吾妻中央高等学校の学生２名による朗読を行い、採択された。
　最後に、次期開催県の沖縄県土地改良事業団体連合会 古謝景春会長から挨拶があり、大会は
閉会となった。

令和３年度　第３回監事会・第３回理事会

理事会の様子

大会の様子
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　“農を守り、地方を創る予算の確保に向けて”をテーマにした、全国水土里ネット、都道府県水土里

ネットの主催による「農業農村整備の集い」が去る11月16日、シェーンバッハ・サボー（東京都千代田

区）において開催され、コロナ禍の中、国会議員を含め約６００名の土地改良関係者が駆けつけた。

　本会合には、金子原二郎農林水産大臣、武部新農林水産副大臣、宮崎雅夫政務官をはじめ、牧元幸司農

村振興局長、安部伸治農村振興局次長、川合規史農村振興局部長など農林水産省幹部が出席した。　　　

　はじめに、主催者である二階俊博全国水土里ネット会長より、挨拶があり､「農家の方々が期待を持っ

て働けるような環境をつくるため、一致団結して闘っていかねばならない」と「闘う土地改良」を強く訴

えた。さらに、本年度から本格的に進めている土地改良での男女共同参画について、土地改良団体の活性

化のためにも取り組んで欲しいと述べた。

　その後、金子原二郎農林水産大臣、自民党の森山裕ＴＰＰ・日ＥＵ・日米ＴＡＧ等経済協定対策本部長、

公明党の石田啓一幹事長、進藤金日子参議院議員・都道府県水土里ネット会長会議顧問の順に祝辞が述べ

られ、挨拶された。

　続いて土地改良における男女共同参画を先駆け的に実践した、故藤井チエ子（山口県土連理事、やまぐ

ち水土里ネット女性の会初代会長)、奥村千扶子（大島堰土地改良理事長、日本ひなた女子会会長）の両

氏に、二階俊博全国水土里ネット会長から感謝状が授与された。

　最後に、土地改良関係予算の確保や、大規模災害からの復旧・復興を記した下記要請文を来年の全国土

地改良大会開催県である水土里ネット沖縄の古謝景春会長が朗読し、これを満場一致で採択された。ガン

バロウ三唱は、男女共同参画を踏まえ、加藤里恵（あいち水土里ネット女性の会会長)、斎藤富子（やま

ぐち水土里ネット女性の会会長)、松野弘宗（水土里ネット北海道・全土連出向中）男女三氏による力強

い「ガンバロウ」の発声後、大きな拍手で閉会となった。

　大会終了後、本県参加者は、本県選出の国会議員に要請活動を行った。

農業農村整備の集い

全国水土里ネット　二階会長挨拶



一　　土地改良事業の計画的・安定的な推進のため、令和３年度補正予算及び令和４年度当初
　　予算において、必要な予算を確保すること。

二  　大規模災害からの復旧・復興を早急に進めること。その際、原形復旧に止まらず、再度
　　災害防止の措置を講じるとともに事務手続の簡素化に取り組むこと。

三　　食料安定供給の確保、スマート農業の実装、高収益作物への転換、米の需給安定のための
　　麦・大豆の生産拡大、農産物の輸出促進等を図るため、農地集積・集約化を促す農地の大
　　区画化と水田の畑地化・汎用化を一層推進すること。

四　　農村地域の国土強靱化のため、老朽化した農業水利施設の長寿命化、豪雨・耐震化対策
　　等を一層推進すること。
　　　併せて、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策については、２年目以降も
　　１年目と同様に十分な予算を確保すること。
　　　また、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」及び「防災重点農業用ため池に係
　　る防災工事等の推進に関する特別措置法」に基づき、技術的・財政的支援を講ずること。

五 　 複式簿記の導入など組織運営基盤の強化に対する支援を、水土里ネットの声に真摯に耳を
　　傾けて推進すること。

六　　流域治水の取組推進に当たっては、関係する農業水利施設等の管理者や田んぼダムに取
　　り組む農業者に過度な負担及び責任が生じないよう配慮すること。

七　　安全・安心で快適な生活環境を確保するため、農業集落排水施設や農道等の生活インフ
　　ラの再編・強靭化、農村地域の情報通信環境の整備を推進すること。

八　　本年５月に農林水産省が公表した「人・農地など関連施策の見直し」に掲げられた土地
　　改良制度の拡充（ため池等の豪雨対策、農地・農業水利施設の整備等に対する農家負担の
　　軽減を含む支援、市町村や土地改良区を連合会がサポートする仕組み等）を令和４年度予
　　算の成立に合わせて具体化すること。

九　　新型コロナウィルス感染症の拡大状況を踏まえ、必要に応じ、農業水利施設の維持管理に
　　関するセーフティネットを構築すること。

十　　上記事項の実施に当たり、水土里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう
　　配慮すること。

◆10の要請事項◆

8

令和４年１月
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埼玉県知事への要望活動

重点要望事項
１　大区画ほ場整備の推進
　　農業の競争力強化の実現のため、担い手への農地集積・集約化、米の生産コストの低減及び野菜等の高
　収益作物導入を促す水田の大区画化、汎用化を推進すること。

２　農業水利施設の計画的な更新
　　農業水利施設の多くは、高度経済成長期に整備され、造成後40年以上が経過した施設が約４割を占め、
　老朽化が進んでいる。
　　これらの施設の機能を維持･発揮に必要な補修・更新を、計画的かつ着実に推進すること。

３　農業用ため池の防災、減災対策の推進
　　県内のため池468箇所の内、防災重点ため池が244箇所ある。
　令和３年度末までに、市町村がこれらの耐震、豪雨及び劣化調査を進めているが、対策が必要な施設が８
　割を超える見込みである。
　　国は、「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法」により、今後10年間で計
　画的に調査設計、工事の実施を目標としている。
　　防災重点ため池の補修、更新を、計画的かつ着実に推進すること。

４　農業集落排水施設の更新
　　県内の農業集落排水施設133か所について、老朽化が進行した施設の補修・更新を進めているが、令和
　２年度末現在で、供用開始後20年以上経過した施設のうち、補修・更新が未実施の施設は47施設ある。
　　農村における生活環境維持のため、施設の補修・更新を計画的かつ着実に推進すること。

　本会では去る11月11日、県内８つの土地改良推進協議会長の連名で、大野元裕知事に予算要望活動を
実施した。本会からは、三ツ林裕己会長（葛西用水路土地改良区理事長、衆議院議員)、吉田昇副会長（滑
川町長)、坪井茂副会長（見沼代用水土地改良区理事長)、大図早孝常務理事、細井清隆事務局長が県庁を
訪れ、大野知事ほか、砂川裕紀、高柳三郎両副知事、強瀬道男農林部長、稲場康仁農村整備課長へ下記４
項目の要望書を手渡した。
　重点要望事項の説明に対して、大野知事から「『災害・防犯に強い安心安全の埼玉』､『儲かる農林水産業の
推進』は私の公約であり、その達成のためにも農業施設の計画的な補修・更新や低コスト生産や高収益作
物の導入を推進するほ場の大区画化は、重要と考えている。また、自然災害に備えるため、防災・減災の
観点から防災重点ため池の対策も重要である｡」と理解を示し､「しっかりと計画的に取り組んでいきたい｣
と結んだ。

大野知事への要望 意見交換の様子
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令和４年度農林水産予算概算要求の骨子

　令和４年度予算の政府案が昨年１２月２４日(金)に閣議決定されました。
　農林水産予算総額は別表のとおり２兆６,８４２億円（対前年比１１６.４％）を計上。このうち農業
農村整備事業概算決定額は、３,９４６億円（対前年比１１８.４％）となっている。

令和４年度　農林水産予算概算決定の概要

総　括　表

公共事業費一覧

（注）１．金額は、関係ベース。デジタル庁計上の政府情報システム予算を含む。
　　　２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

（注）１．金額は、関係ベース。デジタル庁計上の政府情報システム予算を含む。
　　　２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
　　　４．農業農村整備事業関係予算の要求・要望額は、5,263 億円。
　　　　・農業農村整備事業 3,946 億円
　　　　・農山漁村地域整備交付金のうち農業農村整備分 693億円
　　　　・非公共の農業農村整備関連事業（農地耕作条件改善事業、農業水路等長寿命化・防災減災事業及び農山漁村振興交付金）625億円

３　　　年　　　度
予　　　算　　　額

４　　　年　　　度
概　算　決　定　額

区　　　　　分

億円 億円
23,050

（対前年度比）

１. 公 共 事 業 費 6,995
（対前年度比）

6,797
（対前年度比）

198
（対前年度比）

２. 非公共事業費 16,055

26,842

8,229

8,031

198

18,613
（対前年度比）

－

－

－

－

－

116.4%

117.6%

118.2%

100.0%

115.9%

農 林 水 産
予 算 総 額

一 般 公 共
事 業 費

災 害 復 旧 等
事 業 費

３　　　年　　　度
予　　　算　　　額

４　　　年　　　度
概　算　決　定　額

区　　　　　分

億円 億円

（対前年度比）
農 業 農 村 整 備

（対前年度比）
林 野 公 共

（対前年度比）
治 　 　 山

（対前年度比）
森 林 整 備

（対前年度比）
水 産 基 盤 整 備

（対前年度比）
海　　　　　岸

（対前年度比）

農 山 漁 村 地 域
整 備 交 付 金

（対前年度比）
一般公共事業費計

（対前年度比）
災 害 復 旧 等

3,333

1,868

619

1,248

726

63

807

6,797

198

6,995
（対前年度比）

3,946
118.4%

2,211
118.4%

733
118.4%

1,478
118.4%

860
118.4%

74
116.5%

940
116.5%

8,031
118.2%

198
100.0%

8,229
117.6%

公 共 事 業 費 計
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さいたま水土里ネット女性の会　設立総会・研修会さいたま水土里ネット女性の会　設立総会・研修会さいたま水土里ネット女性の会　設立総会・研修会

　令和4年１月26日(水)、クレア鴻巣において「さいたま水土里ネット女性の会」設立総会・

研修会が開催された。当日は、来賓、県、土地改良区、県土連の女性職員を合わせて、39名が

出席し、会場は華やかな雰囲気に包まれた。

　令和元年５月に内閣府が所掌する「女性活躍推進法」が成立する等、女性がその個性と能力を

発揮できる社会づくりが官民一体で進められており、埼玉県でもそのような状況を踏まえ、女性を

中心とした情報交換と女性の活躍を発信する場として「さいたま水土里ネット女性の会」を設

立する運びとなった。

　来賓として、三ツ林裕己埼玉県土地改良事業団体連合会会長、進藤金日子都道府県水土里ネ

ット会長会議顧問、稲場康仁埼玉県農村整備課長、牧千瑞全国水土里ネット土地改良広報セン

ター所長がそれぞれ祝辞を述べられた。続いて、議事に入り、次の事項について審議され、全

議案は原案どおり可決された。

さいたま水土里ネット女性の会　役員 〈順不同・敬称略〉

備 前 渠 用 水 路 土 地 改 良 区

上 里 幹 線 土 地 改 良 区

元 荒 川 上 流 土 地 改 良 区

見 沼 代 用 水 土 地 改 良 区

足 立 北 部 土 地 改 良 区

川 島 町 土 地 改 良 区

荒 川 中 部 土 地 改 良 区

羽生領島中領用排水路土地改良区

葛 西 用 水 路 土 地 改 良 区

埼玉県土地改良事業団体連合会

牛　山　美津子

長谷川　ちづる

栗　原　かおる

田　中　美代子

松　島　由　香

小　高　瑞　葵

保　泉　由希子

江　積　勝　江

森　泉　文　子

天　野　智　美

会　　長

副 会 長

幹　　事

【議事】
議案第1号　会則（案）について
議案第2号　活動計画（案）について
議案第3号　役員の選任について

三ツ林埼土連会長

設立記念のバッグ

進藤都道府県水土里ネット会長会議顧問
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　後半の研修会では「土地改良区の将来像を

語る ～体制強化に向けた男女共同参画の取り

組み～」をテーマとしたパネルディスカッシ

ョンを行った。パネリストからは、個人の活

動・体験に基づく意見や提言が出され、参加

者は熱心に聞き入っていた。

パネルディスカッションの様子

「さいたま水土里ネット女性の会」設立総会での記念写真

　女性の会での出会いのなかで、お互いに向上心を
持って自己研鑽しながら、様々な活動を通して意義の
ある女性の会にしていきたいと思います。今後も
皆様方のご支援とご協力を心よりお願いします。

牛山会長よりひとこと



　土地改良区体制強化事業 施設・財務管理強化対策において実施した「令和３年度土地改良施
設の診断・管理指導」について、本年度は定期診断・要請診断を合わせ延べ49地区、123施設の
診断を行った。

　県内の基幹的土地改良施設を対象（下表）に、竣工年度や過去の整備補修年度等から勘案し、
当会で選定した施設の診断指導を実施するもの｡（10年サイクル計画）

令和3年度　土地改良施設の診断・管理指導結果の概要

◎定期診断指導

　定期診断：令和３年7月～10月
　要請診断：令和３年7月～8月（緊急に要請診断が必要な場合等は期間外も実施）

＜診断実施期間＞

　基幹的な土地改良施設で、農業用施設機能を有するおおむね以下の施設。
＜診断対象施設＞

【 定期診断対象地区及び施設数 】  (H29年度土地改良施設調査より）

改良区 市町村 計 ダム 頭首工 用排水機 樋（水）門 ため池 水路 その他 計

76

24

30

4

106

28

-

-

24

0

875

39

489

49

-

-

-

-

-

-

1,388

88

※ その他：水管理施設、除塵機など

数設施良改地土土地改良区・市町村数

埼玉県全体

うち令和３年度
診断対象

区　分
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　　　　　　　　第651号

ダム 頭首工 用排水機 樋（水）門 ため池 その他種目 水路

受益面積 10ha以上 20ha以上



k1 k2 k3 k4 計

6

59

65

4

38

42

8

3

11

22

101

123

4

1

5

 緊急度   中    (k3)  経年的な機能低下傾向にあり、計画的な整備補修の検討を要するもの
 緊急度   小    (k4)  運用上支障はないが機能低下の兆候も出てきており、経過の観察を要するもの

 緊急度  重大  (k1)  機能低下が著しく、早急に整備補修を要するもの
 緊急度   大    (k2)  機能低下が見られ、整備補修の検討を要するもの

総合評価

定期診断指導

要請診断指導

計

　本年度診断施設の適正化事業への加入計画予定状況（R４新規加入に限る）

　　　　　　　　　　定期診断（施設）　  22　施設中、    2　施設（ 9％）
　　　　　　　　　　要請診断（施設）　101　施設中、  37　施設（37％）　　※R3.12.1時点

14

令和４年１月

　当年度定期診断指導施設以外の施設で、土地改良区等から要請のあった場合に実施するもの。

【 令和３年度　診断実施施設 】　

【 令和３年度　診断結果 】　

※重複有り

改良区 市町村 計 ダム 頭首工 用排水機 樋水門 ため池 水路 その他 計

9

31

40

1

8

9

10

39

49

-

0

0

0

0

0

5

50

55

17

23

40

-

1

1

-

27

27

-

0

0

22

101

123

◎要請診断指導

（R3.12.1時点）

区分
数設施良改地土土地改良区・市町村数 指導

延日
数

定　　期
診断指導

43要　　請
診断指導

計

k4
18%

k3
37%

k2
18%

k1
27%

k1
58%

k2
38%

k3
3%
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　　　　　　　　第651号

市町村長・水土里ネット理事長・市町村農政担当課長研修会

　去る10月25日(月)、鴻巣市の鴻巣市文化センター（クレアこうのす）小ホールにおいて、市町
村長、水土里ネット理事長、市町村農政担当課長を対象に、標記研修会が102名という多数の参加の
もと開催された。
　始めに本会の大図常務理事より挨拶をいただいた後、次の項目について研修が行われた。

　なお、研修にあたっては受付時の検温、マスクの着用を励行、出入口の換気を行うなど、新型コ
ロナウイルス感染症感染防止対策を講じたうえで開催された。

１　この５年間の土地改良を振り返って
　　講師：参議院議員、全国水土里ネット会長会議顧問　　　　進藤　金日子　氏
２　令和４年度農業農村整備事業関係予算等について
　　講師：農林水産省関東農政局農村振興部設計課課長　　　　川島　秀樹　氏
３　共通認識で守る！これからの鳥獣害対策について
　　講師：野生生物研究所　ネイチャーステーション代表　　　古谷　益朗　氏

講師：関東農政局設計課
　　　課長　川島　秀樹 氏

講師：ネイチャーステーション
　　　代表　古谷　益朗 氏

会場の様子 講師：全国水土里ネット会長会議顧問
　　　参議院議員　進藤　金日子 氏
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令和４年１月

　県内の多面的機能支払交付金事業の取り組みについて、実情の把握及び情報の共有により業務の効率化を
図ることを目的とし、市町村の担当者を対象に県内を３つのブロックに分け、以下の日程にて開催された。

　はじめに埼玉県農林部農村整備課の井野主幹から挨拶があった後、次の事項について研修及び意見交
換会が行われた。

　意見交換会では、参加者の間で活発に質問や意見が交わされ、アンケート結果では、参加者の９９％か
ら「参考になった」との回答が得られた。
　推進会議としては、今回寄せられた意見をもとに、今後の推進活動を通して事業情報を発信していく予
定である。

令和３年度
埼玉県多面的機能支援推進会議 市町村担当者研修及び意見交換会 開催

各会場での開催の様子

①川越・東松山地域 ②さいたま・春日部地域 ③秩父・本庄・大里・加須地域

１．『地域の実情に応じた事業推進について』

　　　　講　　師：埼玉県農林部農村整備課　川鍋主事

　　　　内　　容：土地改良区との連携強化、ため池管理体制の強化、他

２．『意見交換会』

　　　　テーマ１：多面的機能支払交付金に係る市町村職員の事務について

　　　　テーマ２：活動組織への指導、対応について

　　　　テーマ３：新規組織の立上げについて、他

①　川越・東松山地域

②　さいたま・春日部地域

③　秩父・本庄・
　　　　　大里・加須地域

１１月１８日（木）東松山市民文化センター
参加者２５名（１５市町村）

１１月２５日（木）熊谷文化創造館さくらめいと
参加者２３名（１１市町）

１１月２４日（水）埼玉県県民健康センター
参加者２１名（１１市町）



お問合せ先　水土里ネットさいたま　事業部農村整備課　加藤　ＴＥＬ　０４８－５３０－７３４８
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　　　　　　　　第651号

農業基盤整備資金の金利改定について

０.４５
０.３０
０.３０
０.３０
－

０.４５
０.３０
０.３０
０.３０
－

－
－
－
－
０.１６

－
－
－
－
０.１６

－
－
－
－
０.１７

－
－
－
－
０.１７

－
－
－
－
０.３０

－
－
－
－
０.３０

－
－
－
－
０.３０

－
－
－
－
０.３０

　令和４年１月20日付けの株式会社日本政策金融公庫の農業基盤整備資金の金利改定について、
下記のとおりお知らせいたします。

融資期間別（一例）融資期間に
かかわらず

都道府県営補助残
団 体 営 補 助 残
非　補　助　一　般
非補助利子軽減
災　害　復　旧

２０年１５年１０年５年

（単位：％）

区　　分

改　　訂　　前

融資期間別（一例）融資期間に
かかわらず ２０年１５年１０年５年

改　　訂　　後

お知らせ

◆土地改良区理事、監事、職員並びに市町村担当職員等研修会

お問合せ先　 水土里ネットさいたま　総務部地域支援課　ＴＥＬ　０４８－５３０－７３５２

と　き　　令和４年３月９日（水）

場　所　　鴻巣市文化センター（クレアこうのす）大ホール

内　容　　１、土地改良区等の適切な業務運営について（仮題）

議　題　　２、農地中間管理機構と土地改良区の連携について（仮題）

議　題　　３、土地改良区における遊休農地の対策について（仮題）

連合会日誌

鴻 巣 市
さ い た ま 市
東 京 都
熊 谷 市
さ い た ま 市
鴻 巣 市

25日
11日
16日
26日

29日～12月3日
26日

市町村長・水土里ネット理事長・市町村農政担当課長研修会
埼玉県知事への要望活動
農業農村整備の集い
ため池サポートセンター研修会
土地改良区体制強化事業施設管理研修（後期）
さいたま水土里ネット女性の会　設立総会・研修会

開　催　日 会　　議　・　行　　事 開　催　地

10月

1月

11月
・
12月

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては中止となる場合がございます｡
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令和４年１月

　本会では、さいたま・川越・東松山・秩父・本庄・大里・加須・
春日部の各土地改良推進協議会の共催で、第９回「彩の国農業農村
景観フォトコンテスト」を開催した。埼玉県内の豊かな自然環境や
美しい農村環境、農業の魅力を広く一般の方々に紹介し、関心を高
めていただくために､「埼玉を彩る農業・農村の水土里(みどり)」を
テーマに募集したところ、県内をはじめ多くの方々から全３５２点
のご応募をいただいた。
　写真家の吉田功氏をはじめ、１８名の審査委員による厳正な審査が
執り行われ、水土里ネットさいたま会長賞、各土地改良推進協議会
会長賞、学生優秀賞のほか、入選１１作品が決定した。
　表彰式は令和３年１２月１４日（火）本会大会議室において開催
され、吉田審査委員長より講評をいただき、受賞者の方々には表彰
状と記念品が授与された。

　また、１２月１７日(金)～２０日(月)の４日間、熊谷市八木橋百貨店８階「オープンギャラリー
熊谷」にて写真展を開催した。

会長賞の皆様 入選の皆様

第9回 彩の国農業・農村景観フォトコンテスト

吉田審査委員長

審査の様子

テーマ　～埼玉を彩る農業・農村の水土里～
み　ど　り
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　　　　　　　　第651号

水
土
里
ネ
ッ
ト
さ
い
た
ま
会
長
賞

　

「
落
陽
の
田
ま
わ
り
」

　
　
　

撮
影
：
大
澤 

美
代
子　

場
所
：
坂
戸
市

受　賞　作　品

さいたま土地改良推進協議会会長賞
｢小春日和｣　撮影：細井 哲也　場所：さいたま市

川越土地改良推進協議会会長賞
｢緑の大地｣　撮影：石山 　敬　場所：入間市

東松山土地改良推進協議会会長賞
｢耕地にかかる虹｣　撮影：宇津木 義雄　場所：川島町

秩父土地改良推進協議会会長賞
｢収穫の候｣　撮影：清水 　洋　場所：横瀬町
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令和４年１月

本庄土地改良推進協議会会長賞
｢玉ネギの収穫｣　撮影：町田 正雄　場所：本庄市

大里土地改良推進協議会会長賞
｢深谷ネギ｣　撮影：野口 仲一　場所：深谷市

加須土地改良推進協議会会長賞
｢桜咲く季節｣　撮影：並木 鉄雄　場所：行田市

春日部土地改良推進協議会会長賞
｢モミ殻焼き｣　撮影：堀之内 稔　場所：蓮田市

入　選「田んぼアート完成」
撮影：真下 廣義　場所：深谷市

入　選「稲架掛けのある風景｣
撮影：須藤 康男　場所：横瀬町

入　選「霧景」
撮影：沖舘 　宏　場所：滑川町

入　選「田んぼアート｣
撮影：市川 隆一　場所：鴻巣市

入　選「ひと休み」
撮影：諸井 敏江　場所：狭山市

入　選「戯れ」
撮影：野口 清和　場所：小川町

入　選「農業研修」
撮影：横田 京子　場所：鳩山町

入　選「秋の収穫①｣
撮影：渡部 　毅　場所：毛呂山町

入　選「秋日和」
撮影：佐藤 邦江　場所：川島町

入　選「家族総出で」
撮影：栗島 祥次　場所：東秩父村

学生優秀賞「秋に映える｣
撮影：浜名 志歩　場所：吉見町

入　選「第３樋門から眺める夕陽」
撮影：宮崎 　守　場所：本庄市
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